ニホンガ ニオケル カンレイシャ オ モチイタ ヒョウゲン ノ コウサツ by 白田 誉主也
日本画における寒冷紗を用いた表現の考察
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論 文の内容の要旨
(自的)
本研究は、日本画材として馴染みの薄かった寒冷紗という素材を、日本画制作に使用するために科学的視
点と制作者的視点の2つの視点から追究し論じている。著者が焦点をあてた寒冷紗とは、自の粗い平織りの、
堅く糊付けされた薄地の布を指し、今日では、農業(被覆繊維材料)や製本(背固め)、建築(補強材)な
ど幅広い分野において使用される素材である。しかし美術の分野においては、銅版画のインクの拭き取りに
使用される程度であり、積極的に絵画に取り入れることは行われてこなかった。そのため、日本画制作にお
ける使用方法や特性について言及した文献・技法書は皆無に等しいと言ってよい。本研究は、寒冷紗を日本
画制作に用いるための術をーから見出し、効果的な表現を実践の中で模索し、日本画材としての位置づけと
その有用性を証明することを目的としている。
(対象と方法)
本論文における研究対象は寒冷紗であり、本研究は寒冷紗という素材に対し、文献・実地調査、制作に使
用することを念頭に置いた実験検証、そして判明した事象を著者の制作へ還元する実践検証の 3つの方法か
ら追究している。はじめに行われた文献・実地調査から、寒冷紗を使用する上での手掛かりを探り、そこで
得られた見解を研究の足掛かりとし、その後の実験検証、実践検証を試みている。具体的には各章において、
以下のような検討を行っている。
第1章では、二重構造という観点から、日本絵画における支持体と表現の関係を探り、本論の目指すべき
表現を検討した。また、本章では日本絵画と寒冷紗の関わりついても調査を行っている。第2章では、前章
で明らかになった寒冷紗を用い日本画を描いていた秦テルヲについて、その作品の取材、表現の変遷、使用
した動機、寒冷紗の使用方法など、著者の表現へと還元することを念頭に置いた調査を行っている。第3章
では、秦テルヲの作品取材で判明した寒冷紗独特の現象・効果を、様々な実験から制作に使用できる術を見
出すことを行っている。そして第4章において、これまでに明らかになった現象・効果を、実践を通し有効
的な使用方法を模索している。
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(結果)
古くは文政期辺りから寒冷紗が日本絵画の支持体として使用されており、明治・大正期より既に秦テルヲ
が、寒冷紗の特性を活かした表現を展開していた。また、秦テルヲの作品には目立った劣化が確認されず、
使用された寒冷紗が綿素材であったことから、綿素材寒冷紗の約 100年近い経年劣化を保証出来得るものと
考えられたD さらに制作を念頭に置いた実験から、使用した際の効果的な現象を明らかにし、実践において
寒冷紗を有効的に応用する手段を勘案し、一つの方法論を導き出している。本論が導き出した表現は、絵具
の塗り重ねのみで表現されてきた従来の日本画表現とは、物質感という点において大きく異なる表現であり、
現代日本画表現に新たな側面を見出したと言えるだろう。寒冷紗は日本画材としての使用が十分に考えられ
るものであり、また表現においても有用性の高い素材であると結論付けられる。
(考察)
本研究が提案する、従来の麻紙で、行ってきた措法に、寒冷紗の持つ物質感と独特の現象・効果を取り入れ
た表現は、絵具の質感のみで表現されてきた現代日本画表現において、新たな側面を見出したと言える。本
論文は、麻紙が一般的な支持体として使用される現代日本画表現において、支持体から見直すことの必要性
を示唆しており、これまで積極的に取り入れられてこなかった素材を著者が研究したことには、表現の幅を
広げる上でも大きな意味を持つものと考えられる。
審査の結果の要旨
日本画分野において馴染みが薄かった素材に対し、日本画材としての役割を見出そうとする本研究の取り
組みは、現代日本画表現の幅を広げる上で、非常に意義のある研究であると考えられる。とりわけ、寒冷紗
の特性を見出し、効果的な使用方法やその実例を記録として残したことは、後進に対し寒冷紗を使用する上
での手引きとなるべく資料としての役割を期待できるものである。また本論文では、秦テルヲという寒冷紗
表現の先駆者を見出し、古典から学ぶことを通して日本画における支持体の在り方を再確認し、そこから現
代日本画表現の可能性を検討している。古典表現を踏襲しつつも、現代日本画表現として新たに展開したこ
とは、評価に値するものと考えられる。現代では薄れてしまった支持体選びの重要性、支持体からが表現で
あると指摘する本論文は、現代日本画表現の幅を広げるきっかけとなる研究としても期待されることから、
優れた研究として高く評価したい。
平成 24年1月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(芸術学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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